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九
州
各
地
の
米
軍
共
同
演
習
や
、
弾
薬
庫
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
実
態
が
報
告

さ
れ
た
「
憲
法
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
福
岡
　
戦
争
へ
の
道
Ｎ
Ｏ
！
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
は
、
１１
月
３
日
（
金
・
祝
）
文
化
の
日
に
警
固
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
者
発
表
で
４
０
０
人
が
参
加
）。
集
会
後
は
天
神
市

内
を
デ
モ
行
進
し
、九
州
の
国
土
が
基
地
化
さ
れ
て
い
る
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

ル
弾
薬
庫
問
題
を
考
え

る
市
民
の
会

２�

．
長
崎
県
佐
世
保
平
和

委
員
会

３�

．
福
岡
県
築
城
基
地
の

米
軍
化
を
許
さ
な
い
！

京
築
住
民
会
議

４�

．
佐
賀
県
オ
ス
プ
レ
イ

裁
判
支
援
市
民
の
会

大
分
の
弾
薬
庫
配
備
周

辺
は
、
小
学
校
か
ら
大
学

ま
で
あ
り
約
２
万
世
帯
が

集
会
に
は
九
州
各
地
か

ら
４
つ
の
団
体
が
か
け
つ

け
ら
れ
、
各
地
の
軍
事
基

地
強
化
の
危
険
な
実
態
を

訴
え
ま
し
た
。

１�

．
大
分
県
敷
戸
ミ
サ
イ

動
し
て
い
る
多
忙
な
中
、

こ
の
集
会
で
切
実
に
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
て
い
る
住
宅

地
の
中
に
あ
り
ま

す
。
住
民
の
暮
ら
し

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

ま
す
。
佐
世
保
に
は

水
陸
機
動
団
と
い
う

３
つ
め
の
殴
り
込
み

部
隊
を
配
備
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
築

城
基
地
は
米
空
軍
と

空
自
と
の
共
同
訓
練

が
１２
月
５
日
か
ら
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
賀
空
港
隣
に
は
陸

上
自
衛
隊
が
普
天
間

か
ら
移
設
す
る
１７
機

の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

に
向
け
、
住
民
の
同

意
も
な
く
土
地
を
強

奪
し
、
新
た
な
駐
屯

地
建
設
を
急
ピ
ッ
チ

で
強
行
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
の
報
告

者
も
地
元
で
毎
日
活

動
を
起
こ
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。
岸
田
政
権
が
打
ち

出
す
新
た
な
経
済
対
策
は

「
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
な

い
」
と
強
く
批
判
。「
労

働
者
の
奮
闘
で
実
現
し
た

賃
上
げ
も
物
価
高
騰
に
追

い
つ
か
ず
、実
質
賃
金
は
、

１８
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

だ
。
持
続
的
な
賃
上
げ
は

消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
で
こ
そ

実
現
で
き
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。
政
府
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
物
価
高
騰

に
見
合
う
、
公
務
員
の
さ

ら
な
る
賃
上
げ
、
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
医

療
従
事
者
な
ど
の
賃
上
げ

に
関
わ
る
診
療
報
酬
改
善

な
ど
を
挙
げ
「
ま
と
も
な

経
済
政
策
、
賃
上
げ
政
策

を
今
す
ぐ
提
示
す
べ
き
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者

は
国
会
前
ま
で
デ
モ
行
進

を
行
い
、
議
員
会
館
で
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

国
民
春
闘
共
闘
は
、
１１

月
１０
日
、「
２３
年
秋
季
年

末
闘
争
勝
利
！
１１
・
１０
中

央
行
動
」
を
展
開
し
、
福

岡
地
区
労
連
か
ら
内
田
事

務
局
長
と
福
岡
県
労
連
加

盟
組
合
の
仲
間
が
参
加
し

九州の国土を戦場にさせてはならない
〈１１．３憲法フェスタ in福岡　戦争への道NO！九条改憲NO！〉

〈
２３
年
秋
季
年
末
闘
争
勝
利
！
１１
・
１０
中
央
行
動
〉

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
は
即
時
停
戦
を�

�

日
本
政
府
は
停
戦
の
た
め
の
行
動
を

敷
戸
、佐
世
保
、築
城
、佐
賀
な
ど�

�

各
地
か
ら
基
地
強
化
の
実
態
報
告

ま
し
た
。

集
会
の
冒

頭
、
国
民
春

闘
共
闘
の
小

畑
雅
子
代
表

幹
事
（
全
労

連
議
長
）は
、

ま
ず
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る

ガ
ザ
攻
撃
を

強
く
非
難

し
、
即
時
停

戦
と
、
日
本

政
府
に
停
戦

の
た
め
の
行

基
地
の
強
化
や
空
港
・
港

湾
の
地
元
で
の
合
意
が
得

ら
れ
れ
ば
、「
特
定
重
要

拠
点
（
仮
称
）」
に
指
定

さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
予

算
案
に
計
上
さ
れ
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
九

州
の
国
土
を
戦
場
に
す
る

政
府
の
動
き
を
な
ん
と
し

て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

自
衛
隊
が
優
先
使
用
狙
う�

　
　
　
　
　
　
　
　
民
間
の
空
港
や
港
湾

九
州
内
に
は
熊
本
健
軍

駐
屯
地
に
地
下
司
令
部

が
、
宮
崎
の
新
田
原
基
地

の
米
軍
基
地
化
、
鹿
児
島

は
奄
美
駐
屯
地
強
化
、
馬

毛
島
の
米
軍
施
設
強
化
な

ど
建
設
が
「
特
別
会
計
」

で
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
基
地
だ
け
で
な

く
「
民
間
の
空
港
、
港
湾

施
設
等
の
利
用
拡
大
を
図

る
」と
し
て
、大
分
空
港
、

徳
之
島
空
港
、奄
美
空
港
、

博
多
港
な
ど
４０
の
民
間
空

港
・
港
湾
を
自
衛
隊
が
優

先
使
用
す
る
た
め
の
枠
組

み
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
衛
隊

警固公園で『戦争ＮＯ！』を訴える参加者たち

日比谷野外音楽堂に全国から仲間が集結
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ィ
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
、
３
つ
の
柱
を
軸
に
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
で�

互
い
の
問
題
を
共
有

各
加
盟
組
合
か
ら
活
動

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
医
療
団
労
組
の
松

尾
書
記
長
か
ら
は
、
診
療

報
酬
は
、
自
民
党
政
権
下

で
下
が
り
続
け
て
お
り
、

２
０
２
４
年
に
診
療
報
酬

と
介
護
報
酬
が
改
訂
さ
れ

る
が
、診
療
報
酬
は
再
度
、

下
が
る
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
院

経
営
は
厳
し
く
な
る
一
方

う
に
捉
え
が
ち
で
す
が
、

「
気
候
正
義
」
と
言
う
言

葉
を
通
じ
て
考
え
る
と
、

環
境
問
題
も
労
働
問
題
も

搾
取
構
造
の
中
で
「
不
正

義
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
り

と
松
尾
部
長
よ
り
１５
年
度

運
動
方
針
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
活
動
の
柱
と
し

て
３
つ
を
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
①
産
別
・
業
種
を
超

え
た
交
流
の
場
を
つ
く

る
、
②
と
も
に
学
び
あ
う

こ
と
の
で
き
る
学
習
の
場

を
つ
く
る
、
③
ソ
ー
シ
ャ

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ま
す
。
資
本
第
一
主

義
の
も
と
で
行
わ
れ

る
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
の

構
造
か
ら
生
ま
れ
る

不
必
要
な
物
、
そ
こ

で
無
権
利
に
従
事
す

る
人
々
の
労
働
を
守

る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。
ご
一
緒
に

声
を
上
げ
て
変
革
を

促
進
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
労
連
な
ど
か
ら
多
く

の
労
働
者
が
集
ま
り
、
声

を
上
げ
ま
し
た
。

資
本
主
義
社
会
の
下
で

は
、
地
球
温
暖
化
や
異
常

気
象
な
ど
の
気
候
危
機
が

最
も
緊
急
で
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
な

企
業
が
利
潤
追
求
を
推
し

進
め
、
世
界
中
で
事
業
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
そ
の
よ
う
な
企
業

に
環
境
問
題
に
対
す
る
責

任
を
果
た
す
必
要
性
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で

働
く
労
働
者
や
個
人
事
業

主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
へ

の
深
刻
な
搾
取
構
造
の
改

１１
月
２６
日
、
福
岡
県
労
連
大
会
議
室
に
て
、
第
１５
回

県
労
連
青
年
部
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
次
世
代
の
幹
部
育
成
と
産
別
・
業
種
を
超
え
た

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
青
年
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
運

動
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
し
い
視
点
で
運
動
に
変
革
を

起
こ
せ
る
よ
う
挑
戦
し
、
活
動
を
広
げ
、
ま
た
、
強
め

て
い
く
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。
福
岡
地
区
労
連
は
、
今

後
、
若
者
の
活
動
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
今
年
１０

月
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導

１１
月
２４
日
に
博
多
区
吉

塚
の
ア
マ
ゾ
ン
倉
庫
前
に

て
「Fridays For Futu

re

福
岡
」
主
催
の
ブ
ラ

ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
を
実
施
し
県
労
連
、

告
が
あ
り
ま
し
た
。

全
印
総
連
の
今
坂
氏
か

ら
は
、
印
刷
業
界
は
紙
離

れ
が
進
む
中
で
、
印
刷
の

み
で
は
立
ち
行
か
な
い
企

業
が
増
え
て
き
て
お
り
、

印
刷
業
界
で
は
退
職
者
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
人
が
辞
め
な
い
で
働

け
る
業
界
に
す
る
た
め
の

組
織
づ
く
り
を
、
す
す
め

て
い
き
た
い
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

福
岡
地
区
労
連
で
は
、

今
後
も
若
者
の
活
動
支
援

の
た
め
に
運
動
を
注
視
し

し
て
い
き
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

入
を
検
討
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

が
、
直
後
に
否
定
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
報
道
は
誤
報
で
あ

る
と
主
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
議
会
で
は
、「
タ

ク
シ
ー
不
足
の
解
消
を
国

と
協
議
す
る
」
と
ぼ
や
か

し
た
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
、

自
己
責
任
で
乗
り
た
い
人

と
乗
せ
た
い
人
を
ア
プ
リ

で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
有

料
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
、

タ
ク
シ
ー
と
は
全
く
異
な

り
ま
す
。
日
本
で
は
利
用

者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
道
路
運
送

法
で
禁
止
し
て
お
り
、
白

タ
ク
行
為
と
し
て
厳
し
い

刑
罰
が
下
さ
れ
ま
す
。

海
外
で
は
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
活
用
し
た
人
の
性
被

害
や
殺
人
事
件
が
多
発

し
、
日
本
の
外
務
省
は
不

測
の
事
態
が
起
こ
り
う
る

と
し
て
、
日
本
人
に
利
用

す
る
際
の
厳
重
な
注
意
喚

起
を
し
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
ウ
ー
バ
ー
社
は
、
性

被
害
や
強
盗
事
件
な
ど
が

毎
年
３
０
０
０
件
前
後
あ

っ
た
こ
と
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

福
岡
市
民
を
危
険
に
す

る
導
入
は
許
せ
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

●�

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を
求

め
る
運
動

　

�

１２
月
２２
日
（
金
）
１８
：

００
～

　

博
多
駅
筑
紫
口

●
福
岡
地
区
春
闘
共
闘

　

�

２
０
２
３
年
度
総
会

　

１
月
２１
日
（
日
）

　

�

受
付
１２
：
３０
開
会
１３
：

００
閉
会
１７
：
００

　

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東

●
新
春
旗
開
き

　

�

１
月
２１
日
（
日
）
１８
：

００
～
２０
：
００

　

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

け
、
規
制
改
革
会

議
は
２
種
免
許
を

持
た
ず
、
自
家
用

車
で
運
賃
を
取
る

い
わ
ゆ
る
「
白
タ

ク
」
を
合
法
化
す

る
流
れ
を
作
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
高
島

市
長
は
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
を

も
く
ろ
ん
で
い
る

こ
と
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

報
道
さ
れ
ま
し
た

定
期
総
会
は
、
は
じ
め

に
福
岡
県
労
連
の
三
苫
議

長
代
行
よ
り
、「
若
い
人

た
ち
の
要
求
の
実
現
と
若

者
が
声
を
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松

尾
部
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
議
案
提

案
で
は
今
坂
書
記
長
よ
り

一
年
間
の
活
動
経
過
報
告

で
あ
り
、
隠
れ
倒
産
も
か

な
り
増
え
て
い
ま
す
。
診

療
報
酬
と
社
会
保
障
を
セ

ッ
ト
で
増
や
す
こ
と
を
求

め
て
運
動
を
し
て
い
く
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

福
建
労
県
本
部
の
中
森

書
記
長
か
ら
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
一
人
親
方
は
親
会
社

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
取
っ

て
こ
な
い
と
値
引
き
さ
せ

る
ぞ
と
言
わ
れ
る
事
案
が

増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
廃
止
を
求
め
て
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
と
報

〈
福
岡
県
労
連
　
青
年
部
第
１５
回
定
期
総
会
開
催
〉

〈
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
〉

活
動
を
共
有
し
、
新
し
い
視
点
で
運
動
を

福
岡
市
民
を
危
険
に
す
る
白
タ
ク
の
合
法
化

アマゾン倉庫前で資本主義社会の在り方を訴える
FFFの高田氏

善
を
求
め
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
、
２

０
２
０
年
の
内
閣
官
房
に

よ
る
調
査
で
４
６
２
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
と
労
働
問
題

は
、
一
見
関
係
が
な
い
よ

＜アマゾン倉庫前　ブラックフライデーアクション＞

「気候正義」
浮かび上がる労働問題

福岡医療団労組　田口　智彦

運動の在り方を議論する青年部

タクシーとライドシェアの違い


